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論文内容要旨
 1緒言
 冷凍による網脈絡膜の組織学的変化について電顕的に詳細な観察を行なった報告は少ない。著者
 は網膜剥離手術の一法としての冷凍手術Cry・re“nopexyの際における網膜変化を家兎を用
 いて検討したが,その実験結果を報告する。
 且実験材料及び方法
 3K2前後の有色家兎の赤道部に近い強膜上よりAm・iIs冷凍装置を用いて一60℃で冷凍,5
 秒群と15秒群について各々24時間,4日目,7日目,10日目,21日目,2ケ月後に眼球を
 摘出2.5%グルトァルテ・・イド及び1%オスミウム酸固定,アルコール系列脱水,Ep・n包埋後電
 顕的に観察した。
盟実験結果
 1.24時間目の所見1)網膜:5秒群と15秒群との間には殆んど差を認めない。網膜は
 全体的に浮腫が強く,特に神経線維層に著明であり,中央部よりは周辺部強く,健常部との境界は
 判然としている。内境界膜は浮腫の為破壊され,外顆粒層,内顆粒層共に細胞間の解離,細胞配列
 の乱れが著しい。特に視細胞核のクロマチソの乱れが目立つが核自体の形状は比較的よく保たれて
 いる。また視細胞内節はmitoch・ndrlaの膨化など浮腫による変化を示し,外節にも層板構造
 の乱れが認められる。内外網状層に於てはax・n,M右He∫細胞のほとんどが正常構造を失って
 いる。色素上皮細胞も厚さを増し膨化した蝋tochondria以外の細胞内小器官は認め難く,
 m三cr・villiも判別できない。色素顆粒自体には変化はないが,その配列に乱れを生じている。
 また視細胞と色素細胞間の浮腫間隙にはフィブリンの折出をみる。2)Bruch膜:色崇上皮細胞基
 底膜,弾性板,毛細血管基底膜は変化を示さないが,内外膠原線維層に浮腫性の変化を認め全体と
 してはやx厚さを増し,均等性を失っている。3)脈絡膜:全体として厚さを増している。血管
 腔は強く拡張し,一部では赤血球,血小板等が完全に飢管腔を埋めている。基質内のfibr・bla-
 st,G・Uagenoustiberは正常構造を保っているが,その間隙は特に強膜側に於て強く
 拡大し,白血球,赤血球の漏出をみる。
 2.4・日日の所見1)網膜:浮腫は依然として残存し,内境界膜の破壊をみるが基本的には
 5秒群,15秒群で大差はない。視細胞内節の変性はさらに高度となり,特に外節の変性が目立つ。
 視細胞核もクロマチンの乱れが強くなり,核膜は一部のものを除いて崩壊し局所的に核質が変性融
 解している。色素上皮細胞の変性も進行し,basalin主01ding,micr・villi等は認め
 難く,色素顆粒以外の細胞内小器官は殆んどみられない。冷凍部周辺では変性乃至壊死に陥った色
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 素上皮が2～3層に重積し,その下に細胞内小器官の豊富な,電子密度の高い色素上皮が出現して
 いる。さらに健常部に近い色素上皮細胞は胞体中に外節を貪食しているものもあり,細胞内小器官
 の発達はよく,一部はBruch膜から遊離している。これらはこの時期に境界部視細胞層に多数出
 現しているmacrophageと酷似している。2)Bruch膜:膠原線維層に浮腫が残存する他
 には各層の構造に異常を認めない。しかしこの時期に,内膠原線維層にfibroblast,mac-
 r・pねageが脈絡膜より侵入している。3)脈絡膜:血管の拡張,基質の浮腫はなお存在しメ
 ラニン顆粒を貪食したmacr。phageが毛細血管層に出現している。melan。c"eは脈絡膜
 外層に多く存在するが,その胞体は大ぎく,メラニγ顆粒もその数を増している。尚CGしlage-
 n。usfiber,fibr・blastは特に変化をみない。
 3.7日目以降の所見7日目以降.のものでは経時的な変化にも,また両群間にも基本的には
 大差がないので一括して述べる。1)網膜:浮腫は消失し,網膜の厚さは正常と比べ半分程度と
 なる。15秒群よりもや玉菲薄となり細胞成分もやx減少する。内境界膜は形成され,網膜は
 MUller細胞,macr。phageを主体構成要素とし,一部に残存した視細胞,神経節細胞,神
 経線維等を含み,正常構造は全く失われる。その下方には,色素顆粒が少なく,細胞内小器官のよ
 く発達した色素細胞が存在している。10日目のものに色素細胞とM“Her細胞との間にdesm・s-
 ome様接着装置を認めた。21日目では網膜は一段と菲薄となり,M置lIerと色素を貪食した
 macr。Pぬageが網膜樹成の主体となる。色素上皮細胞は部分的にのみ認められるが,その基底
 膜は連続して存在し色素細胞のない部位はM山1er細胞が直接基底膜と接している。しかし2ヶ
 月目のもので一部Mmler細胞がBruch膜を破り,脈絡膜内に侵入している所見があった。
 2)Bruch膜=7日員以降では膠原線維層の浮腫は消失し各構成要素はほ父正常であるが全体と
 しての厚さは不均一となり部分的に波状を呈する。iibr・b}ast,macrophageの侵入は4
 日目と同様認められる。3)脈絡膜:血管の拡張は残存するが浮腫は消失し,全体としては正常
 の厚さに復する。Bruch膜直下の毛細血管はその数を減じ、メラニン顆粒を貪食したmacro-
 phageはほy全層に亘り散在する。melan・cyteは7日目ではなお形は大ぎくメラニン顆粒
 も豊富であるが,10日目以降では分布,構造共に健常部のmelan・cyteと大差はなくなる。
 w結論
 1.網膜の瘢痕化は7日目で始まり,10日目では冷凍部周辺より増殖してきた新しい色素上皮
 とMむ11er細胞との間にdesmosome様接着装置がみられ,この時期に網脈絡膜癒着はほy完
 成すると思われる。
 2.4日目頃より冷凍部周辺の網膜外層にmacr。phageが出現し,壊死に陥った色素上皮等
 を処理しながら中央部に移動する。このmaor・phageは色素上皮から由来するものと考えたい。
 3、Bruch膜には脈絡膜からのfibrobIast,macrophageなどの侵入を認めた0
 4.5秒冷凍群と15秒冷凍群では本質的には大差がなかった。
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 審査結果の要旨
 著者は網膜劉離手術の一法としての冷凍手術Cryoretin・pexyの際における網膜変化を家
 兎を用いて検討したが,その実験方法は有色家兎の赤道部に近い強膜上よりA皿。ils冷凍装置を
 用いて一60℃で冷凍,5秒群と15秒群について各々24時間,4日目,7日目,10日目,
 21日目,2ケ月後に眼球を摘出,これを電顕的に観察した。
 実験結果として冷凍部24時間目の所見は1)網膜は全体的に浮腫が強く,特に神経線維層に著
 明であり,健常部との鏡界は判然としている。内境界膜は浮腫の為破壊され,外顆粒層,内顆粒層
 共に細胞間の解離,細胞配列の乱れが著しい。特に視細胞核のグロマチンの乱れが目立つが核自体
 の形状は比較的よく保たれている。また視細胞内節はmitoch・ndriaの膨化など浮腫による変
 化を示し,外節にも層板構造の乱れが認められる。内外網状層に於てはax・n,MIlier細胞の
 ほとんどが正常構造を失っている。色素上皮細胞も厚さを増し,膨化したmU。ch。ndria以
 外の細胞内小器官は認め難く,皿icr・VHiiも判別でぎない。色素顆粒自体には変化はないが,
 その配列に乱れを生じている。また視細胞と色素細胞間の浮腫間隙にはフイブリンの折出をみた。
 2)Bruch膜:色素上皮網膜基底膜,弾性板,毛細血管基底膜は変化を示さないが,内外膠原線
 層に浮腫性の変化を認め、全体としてはや玉厚さを増し,均等性を失っている。3)脈絡膜は全体
 として厚さを増し,血管腔は強く拡張し,一部では赤血球,血小板等が完全に血管腔を埋めている。
 基質内のflbr。blast,c。11agen・usfiberは正常構造を保っているが,その間隙は
 特に強膜側に於て強く拡大し・白血球,赤血球の漏出をみた。冷凍の時間的差はあまり著明でなかった。
 垂目目になると,網膜の浮腫は依然としで残存し,視細胞内節の変性はさらに高度となウ,色素
 上皮細胞の変性も進行し,色素顆粒以外の細胞内小器官は殆んどみられなくなる。冷凍部周辺では
 変性乃至壊死に陥った色素上皮が2～3層に重積し,その下に細胞内小器官の豊富な,電子密度の
 高い色素上皮が出現する。さらに健常部に近い色素上皮細胞は胞体中に外節を貧食しているものも
 磨り,細胞内小器官の発達はよく,一部はBruch膜から遊離している。これらはこの時期に.境界
 部視細胞層に多数出現しているmaCro陣ageと酷似している。Bruch膜の膠原線維暦に浮腫
 が残存する他には各層の構造に異常を認めないが,この時期に,内膠原線維層にfibr。bla,t,
 mac∫ophageが脈絡膜より侵入してくる。脈絡膜には血管の拡張,基質の浮腫はなお存在し,
 メラニン顆粒を貧食したmacr・phageが毛細血管層に出現している。melan・c質eは脈絡
 膜外層に多く存在するが・その胞体は大ぎく,メラニン顆粒もその数を増している。尚。・11a-
 gen。usfiber,fibf。blastは特に変化をみない。
 7日以後になると網膜の疲痕化が始まり,10日目では冷凍部周辺より増殖してぎた新しい色素
 上皮とM着ner細胞との間にdesm・S・me様接着装置がみられ,この時期に網脈絡膜癒着はほ
 y完成すると思われる。
 以上の如く・網脈絡の冷凍による変化が電顕的に観察され,その手術的侵襲に伴う組織変化と手
 術効果の関係が経時的に確認され,本論文は学位に値するものと認められる。
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